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言語と文化 本書の概要・背景・意義

文化は言語現象、とくにコミュニケーションのさまざまな様相に関わってい

る。それゆえ文化と言語の密接な関係に注目することなく言語学習・言語独得、

そしてそうした言語活動の最終目標・到達点であるコミュニケーションを論じる

ことは不可能だろう。文化は言語構造や機能に多大な影響を与えており、言語は

文化の所産、文化の具現化と言っても過言ではない。言語を理解しなければ文化

理解は不十分であり、言語の背景にある文化を理解しなければ言語を十分には理

解できないという循環が存在するのである。こうした意味で、言語は我々個々の

人間の思考、ものの見方、さらには世界剛を表現する手段であり、そうした言語

手段に影響を与えている背景としての文化を理解することは、現代のグローバル

社会においては、とりわけ重要な意味を持つと考えられる。文化こそ言語学習・

言語独得の礎となるものだが、それだけにとどまらない。本書は、文化と言語、

そして言葉を通しての自己表現を含む「自己との関わり」を探ろうとするもので

ある。

本書の特徴のひとつとして、現代の日本文化を代表するポップカルチャーやス

ポーツなど文化に関わる親しみやすい具体例を数多く収録し、そこから文化と言

語のつながりを探っていることがあげられよう。具体的には、新聞のスポーツ

欄、とくに野球や文化・芸能柵の記事で使用されている言語表現のみならず、テ

レビのバラエティー番組やドラマ、そして' 叫画などで使用されている言葉を例と

して数多く用いている。筆者の本意は必ずしも大衆芸能・文化の分析ではない

が、ポップカルチャーやスポーツなどの例を引用することで、読者に言語の諸様

相に親近感をいだき、日常生活で感じる日本語の変化に関心を持ってもらいたい

と願っているからである。さらには「言語とは何なのか、社会と言語、人間と言

語はどのように関わっているのか」という問題意識を読者の中にl 喚起したいから

である。本書はこうした意味においてユニークであり、エンターテインメント性
のある学術書を［| 指していると言えよう。

言語学には、社会言語学のみならず、応用言語学・コーパス言語学・心理言
語学・対照言語学・認知言語学・歴史言語学など、さまざまな分野がある。本
書は、具体的には、心理言語学・社会言語学・言語人類学に基づいた談話( デイ

言語と文化一社会言語学への導入｜Ⅵ‘
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スコース）レベルでの研究を中心としたものである。歴史的に、言語学の分析では

音素・音韻・形態素・統語論・意味論というように言語をいくつかのレベルに分
チョムスキー

けて研究してきた。そしてC h o m s k y ( 1 9 6 5 ) の生成理論以来、現代言語学では「言
語は人間にとって生得的なものである」という普通性を追及した言語分析が主流

となった。こうした流れの中で中心となったのは、主に文レベル、つまり統語

( シンタックス) 的な研究であった。しかしながら、文構造より大きい単位での談

話( ディスコース) 構造にも普遍性が存在するという主張もある( 湘川’9 9 9 ) 。それと

同時に言語が、ある文化・社会の中で、どのような役割を果たしているかという

言語固有性もしくは個別性、さらには文化的問有性を検証する必要もある。つま

り、包括的には、言語が実際の社会でコミュニケーションの手段として、どのよ

うな機能を果たしているのかという機能分析を行なう際にも、文を上限としない

で、文の集合体としての談話という、より大きい単位での椛造分析を行なう必要

性が生じてくる。こうした談話( ディスコース) レベルでの分析を、本書はその根幹

としており、そうした分析をできる限りわかりやすく解説しようと試みている。

では、「社会言語学で何を考えるのか？」という問題を本書ではどのように捉

えているのかを述べたい。まず、社会言語学では「日本語とはこういうもの、こ

うあるべきで、日本文化とはこういうものなのだ」と主観的な視点から語るこ

とはない。「言葉をこんなふうに使川する人がいるけれど、それはなぜなのだろ

う？」という疑問に対して、何らかの説明を加えようという試みが社会言語学の

方向性である。さらに、文化的先進国で使用されている言語でも、開発途上国で

使用されている言語でも、またI 司一国内に目を転じてみても、共通語( 標準語) で

も方言でも、それらのすべてが言語体系としては平等であり、真田( 2 0 0 6 ) が述べ

るように、「未開の言語」や「くずれた言語」などというものは存在しない。こ

れはピジン・クリオールとそれらの語葉供与言語を比較しても言えることだろ

う。しかし、言語体系としては平等でも、社会の中での言語間不平等は厳として

存在する。たとえば、先進国で使川される言語のほうが開発途上国で使用される

言語よりも社会的により高い地位にあることは否めないし、共通語・標準語のほ
うが方言・地方語より洗練されていると一般的には考えられているのではないだ
ろうか。本書では、地域方言・社会方言．善きことばと話しことばのスタイルな

ど、さまざまな変異・変種( バリエーション) を考察し、「どちらが優れているのかj
といったステレオタイプ( 固定観念) が必ずしも的を得ていないこと指摘したい。

具体的には、本書の椛成は次のようである。鋪1 章では逓く言語に適応し弓

v i i i 言語と文化一社会言語学への導入
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第1 章

言語と文化 社会言語学への導入

言語とその言葉が使叫l されている文化・社会が切っても切れない関係にあるこ

とは、我々の誰もが無意識のうちに認識していることだろう。我々は皆、日常生

活のなかで自分の意思を相手に伝達するために、イ" J らかの形で言葉という手段を

用いているが、これは文化・社会と深く関わっている作業である。我々は生まれ

たときから日本ならI I 本、アメリカならアメリカという、ある特定の文化・社会

のなかで育っており、社会行動を血して学んだ規範に基づいて、伝達手段として

の言葉をⅢいている。これは極端な例だが、言葉の発信者と受信者の間に発音・

語形・語棄・意味などが共有されていないと、意思の疎通が不可能だとは言えな

いまでも、はなはだ困難だろう。こうした言語と社会の関わりについて調査を行

なう研究分野を、一般に「社会言語学｣( s o c i o l i n g u i s t i c s )と呼ぶ。社会言語学は、社
会と言語の関係を、さまざまな角皮から総合的・包括的に研究することを目的と

する学問であり、その取り扱う研究範囲・分野は多| | 皮にわたる。

もちろん、本書は社会言語学だけにとどまるものではなく、言語発達を含めた

事柄を議論し、その分析手法として認知的アプローチを取っている。そういう意

味で、本書ではときとして認知言語学的側面、応用言語学的側面、心理言語学的

側面、ひいては社会心理学的側面を強調することになる。言い換えれば、社会心理

学的側面から見た言語の研究である。しかし、同時に社会言語学的手法を随所に川

いながら全体としての談論を進めていくものである。そこで、第1 章では社会言

語学を理解し考察する準備として、社会言語学を織りなす縦糸と横糸とも言うべ

き二つの概念一言語と文化一を' ] ' 心に論じる。まず形式・構造主義に基づいて
言語のさまざまな基本的要素を特定する。言語の諸要素を理解することは、言語

に影響を及ぼす社会的・文化的要素についての考察を容易にすると考えるからで

ある。さらに、文化とは何なのかを論じ、言語と文化の統合を試みる。最後に、

身近でわかりやすい例をいくつか挙げながら本書の方向性を明確に示唆する。

1 言葉の仕組み
チョムスキー

言語学、とくにChomsky(19S7,1965,1985)に代表される形式主義(formalism)もし

’言菜の仕組み｜：
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くは椛造主義( s t r u c t u r a l i s m ) の立場では、言語とは心理現象の表象であり、自律的な
体系としての言語、言葉の仕組みに重点を置いてきた。すなわち、言語とは社

会・文化にかかわらず「ヒト」という種の遺伝形質に由来するもので生得的であ
るということが関心の第一義であった。こうして、どのような言語にも普遍的に

存在する特性に従って、椛造言語学では従来、音素・音韻論、形態論・形態素
論、統語論、意味論、語川論といった区分から言語の記述を試みてきたのであ

る。ここでは、まず、こうしたミクロ言語学の区分に沿って言語学の分野を要約

する。

1 . 1 音素・音韻論

1 . 1 . 1 訓令式v s ヘボン式の意味するもの

音素・音韻論(p h o n e m i c s , p h o n o l o g y )は、音に関する要素の系統的なパターンを
研究する分野である。ここで、ローマ字表記の訓令式とヘボン式を思い浮かべ

てみたい。訓令式は1 9 3 7 年の内| 州訓令「匡| 語ノローマ字綴方二関スル件」に
ジェイムズ

その端を発する。これに対してヘボン式は明治時代にアメリカ人宣教ⅢI J a m e s
カーティスへボン

C u r t i s H e p b u r n ( 1 8 1 5 - 1 9 1 l )が編纂した辞書「和英語林集成」によって広まったも
のである[注：実は、へボンはオードリー・ヘプバーン(AudreyHepburn:1929-1993)と同姓
のH e p b u r n なのでヘプバーン式と呼んだほうが適切かもしれない] ･ 訓令式とヘボン式
の最も大きな違いは、ヘボン式が音声レベル( p h o n e t i c l e v e l )に基づいているのに対
して、訓令式が抽象的な音素レベル( p h o n e m i c l e v e l ) を基にしていることである。
このことはこの2 種類の表記方法の起源からも明らかだろう。ヘポン式が日本語

を母語としないアメリカ人宣教師によって開発されたのに対して、訓令式は日本

語を母語とする子女の学校教育の場で使用することを目的として開発されたロー

マ字表記である。たとえば、サ行を実際の音に基づくヘボン式では" s a , s h i , s u , s e ,
s o " と表記するが、抽象的な( そして日本語母語話者には抽象的なレベルで十分な) 訓令

式では" s a , s i , s u , s e , s o と表記する。日本語では音素/ s /には[ s ]と[ s h ] という異
音(allophones)が存在し、これらは相補分布(complementarydistribution)であるo音素／
s/が前舌母音(丘ontvowel)[i]が後に続く場合にのみ口蓋化(palatalization)による|司化
( a s s i m i l a t i o n )をおこして[ s h ]となる。母語話者にとってはこうした[ s h i ]と[ s i ]の区
別は不要であり、音素レベルの表記、すなわち訓令式で十分である。しかし、日本

語を母語としない話者には不十分ということになり、よってヘボン式が適切である。

こう考えれば、地名などを示す道路案内・地名案内がヘボン式である理由が明
らかだろう。そうした案内をローマ字で読むのは日本人とは限らない、もしくは

2 1 t 1 * 言語と文化一f l 会言語学への導入
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第2 章

文化と言語 言I l l ' 湘対性仮説( 認知意味論の立場からl ：

言語類型論(linguistictvpology)は、広くI"二界'!の言語の特徴を収集・比較検討し、
類似点ならびに相違点を探ることで人間の言語が持つ共通的特徴を探り当てよう

とする{ i ﾙ 究分野である。こうしたI 1 l : 究を通して認められた共辿的特徴、つまり、

すべての言語に普遍的な災素は言語普遍性(languageuniversal:Comrie,1981)と呼ばれ
る。本↑; f では、まず言語I l ' 通性に関して認知意味論の立場から具体例を挙げて検

討し、なぜ普遍性が存在するのかを認知的観点から考察する。ちなみに、認知意

味論もしくは認知言語学は1 9 7 0 年代から発展した意味研究で、認知活動の一部

としての言語析動を辿して、人と文化の本n を探ろうと試みる言語学の一分野で

ある。典体的には( ときとして暖l 味だが) 何らかの屈性・プロトタイプ( 原型）・カテ

ゴリーの階層分類なと．の拠点から普く言諦に適l 芯しうると考えられる様州を探

る。次に「異なる言語を, i l ^ す者は、その言語の相違ゆえに異なったように思考す
サピア , ｿ 寸一 ｦ

る」と提唱するS a p i r - W h o r f言語州対性仮脱( W h o r f , 1 9 5 6 )を検証することで言語
固有性もしくはI W 別性を考・察する。たとえば、I I 本語のように「本｣ ｢ 台」などの

助数l i ' i j が: i 塔である言, 柵をl ﾘ 語とする話門･ は、英船のように助数詞の使用が相対

的に顕将ではない言語をl ｿ : 語とする話荷とは事象に対する概念が異なるのだろ
ブルーム

うか(いk《) f f , G , 1 9 8 7 )。本唯の後半では、言研l ] i対性仮説を支持するB l o o m ( 1 9 8 1 )が
行なった仮定表現( 反事実) の時制の有無が概念に与える研究と、そうしたB l o o m

アウ

の研究紡果とその解釈が妥当でないと災縦をI I H えるA u ( 1 9 8 3 ) の研究を中心に議

論を進める。

1 ．生まれか育ちか：普遍性と固有性

1 1 生得的・先天的v s 学習・後天的
チョムスキー スキナ－

1.1.1.Chomskyvs.Skinner
前章では、文化が遺仏的に受け継がれるものではなく、後天的に学習を通して

習得されるものであることを学んだ( 第1 単2 4 ．を参照) 。俗に言う「氏より育ち」
である。では、言語の場合はどうだろうか。言語の習得は、どの程度までが生得
的なものなのか、あるいは学習するものなのか。その答は定かではない。現在ま
でのところ明らかなのは、言語習得のある1 1 P I I l l i は学習により、またそのほかのあ
る側而は生得的であるということである。我々はどのように言語を学習するのだ

’生まれか育ちか：杵皿性と固有性｜秀
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ろうか。ここで言語発達をmに取ってみよう。「刺激一反応( s t i m u l u s - r e s p o n s e )の
反復結果としての州I ' i 形成による行動」という学習理論を提I ' l " , したS k i n n e r ( 1 9 5 7 )

は、言葉の学習も例外ではなく「子どもは、その自然な環境下で耳にする音を

模倣し、練習することにより母語を学ぶ」との仮説を立てた。これに対して、

Chomsky(1959)はこうした行動主義(behaviorism)に基づく仮説を否定し、「人は椛
文、文法、およびi荊川などに|仏Iして生得的能力を持つlanguageacquisitiondevice
( 言語独得装世) 、略してL A D という言語獲得のための装悩を所有しており、言語

独得装置のおかげで、どのような言諦・文化蝋境に世かれても、子どもはその環

境で話されている言諦を狸得し仙川することができるようになる」と主張した

(Chomsky,1965,1968,1982)oLADが脳|ﾉ1の「言語中枢」と11乎ばれるウエルニッケ野
I w b r n i c k e s a r e a ) と話しことばを産出するブロッカ野( ブローカ野: B r o c a ' s a r e a ) を指す

のか、そうでないのかは不| ﾘ l である。ちなみに、C h o m s 幻, に従えば、生来持っ
ている言語能力である言語独得装世が外的刺激を受けて作動するだけで( この場合

のみ外的刺激は必要) ｢ 洲う」ものではないので、ここでは「習得」ではなく「盤得』

という言葉を使川している。とくに先天的に備わっている言語能力を骨格とする

C h o m s k v ( 1 9 6 5 ) の生成文法理論以来、「言語は人間にとって生得的なものであり、
文法は上I ､ という生物樋に1 . ' ' ] 有のものである」という普遍性を追求した言語分析
が少なくとも言語学の分野では大きな流れとなった。

1 . 1 . 2 . n a t u r e v s . n u r t u r e : 「生まれ」か「育ち」かという二元論

人間発達が遺伝的制約を強く受けているのか、つまり、先天的に備わった能力
( n a t u r e ) に基づいているのか、それとも環境からの学習の結果として後天的に学
びとった能力( n u r t u r e ) なのか、つまり「生まれか育ちか」という二項対立の図式
が長く続いてきた。上述したように、人間の生得的な言語能力が重要であると考

える合理主義者(rationalist)の代表とも言うべきChomsky(1959)と、外的刺激に反
応して習I l ' f を形成し知識を身につけていくとする経験主義群( e m p i r i c i s t ) 、とりわ
け行動主義者( b e h a v i o r i s t )のS k m n e r ( l 9 5 7 )の論争はその好例である。ここで誤解を
州かないように断っておきたいのは、行動主義心理学が人1 . " ' ] の| ﾉ 1 而、とくに「心
の動き」を無視したと考えるのは早計だということである。「心の動き」といっ
た1 1に見えないものは科学I ' lりｲ ﾘ |究の対象とはならない、観察できるもの( o b s e r v a b l e

ワトソン

b e h a v i o r ) 、それのみが科学的な研究の対象となりうる、とW a t s o n ( 1 9 5 8 ) を創始者
とするアメリカの行動主我心理学では考えたのである。

とにかく、「生まれか育ちか」という議論は言語だけでなく、数多くの分野で

ﾗ 4 1 第2 章文化と言i 洲一言洲| 対性仮冊&
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